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Ⅰ．はじめに 
 
2017 年 5 月 9 日に，島根大学附属図書館

（以下，「本学図書館」という）は初学者向

けのデータベース紹介 web サイト『来た

ぞ！データベース戦隊！』（以下，「当サイ

ト」という）を公開した（図 1）。当サイト

では，医中誌 Web 等のデータベースを擬人

化し，利用者個々の状況や所属するキャン

パスに応じて，漫画等でデータベースを紹

介している。 
当サイトは，構想から公開までに約 1 年半

かけて制作された。その過程には，各種の著

作権処理や，イラストレーターとの契約，手

順において改善すべき点がある。本稿では，

当サイト制作に至る背景や作業課程を説明

するとともに，より望ましい流れや今後の

展開を考えたい。 
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Ⅱ．当サイト制作の背景と目的 
 
島根大学は松江市と出雲市にキャンパスを

持ち，松江キャンパスに本館，出雲キャンパ

スに医学図書館がある。本学図書館には，係

の枠を超えて目的ごとにいくつかのチーム
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がある。そのひとつ，当サイトを制作した学

習・教育支援チーム（以下，「チーム」とい

う）は，本館の受け入れ担当者やサービス担

当者の他，医学図書館のサービス担当者が

所属し，主に図書館による学習支援や教育

支援の検討を行っている。 
当サイトの制作は一人の若手職員の提案か

ら始まった。「図書館でよく使用されるデー

タベースを，いわゆる『戦隊もの』のような

キャラクターにし，漫画等を使ってわかり

やすい紹介 web サイトを作る」という発案

は，本学図書館では前例がないものだった。

会議の参加者たちは提案に対し初めは戸惑

いを見せたものの，おおむね前向きに受け

止めていたと記憶している。著者は，提案し

た職員とともに当サイト制作の主担当者と

なった。 
最初に，当サイトの目的を「初学者がそれぞ

れの状況に応じて，どのデータベースを使

えばよいかを判断する手助けを行うこと」

と定めた。この背景には，既存の教育支援方

法の穴を埋めたいという思いがあった。チ

ームでは，利用者が自主的にデータベース

等の使い方を学ぶ機会を提供するため，

2014 年度から継続的に LibGuides を使用

し，データベースごとの使用手引きを制作・

更新している。しかし，本学図書館制作の

LibGuides のページは，すでにデータベー

スを使用したことのある人にとって，より

詳しい検索方法等を知るための一助になる

かもしれないが，そもそもどのデータベー

スを使えば良いか分からないような初学者

のことを想定したものになっていない。こ

のような教育支援方法の穴を埋めるために，

当サイトを制作することになった。 
また，当サイトに期待する効果は 2 点ある。

1 点目は先述の通り，初学者の手助けとな

り，初学者が自らの判断で適切にデータベ

ースの選択ができるようにすること。もう

1 点は，当サイトから LibGuides へのリン

クを適宜行うことで，LibGuides がより閲

覧・利用されることだ。 
 
 
Ⅲ．実際の当サイト制作の流れ 
 
 当サイトの制作期は大きく 4 期に分けら

れる。1. 提案・館内での合意形成期，2. デ
ータベース提供元へのキャラクター化に関

する許諾依頼期，3. 制作期，4. イラストレ

ーターや東映株式会社との著作権処理期で

ある。以下，時系列に沿って概略を説明す

る。 

 
1. 提案・館内での合意形成期（2015 年 9 月

～2016 年 2 月） 
提案者が当サイト制作を会議の場で発案し

た当初，チーム内から当サイトの全体像が

知りたいとの声があった。そこで，主担当者

同士，時にはチーム外の若手職員を交えて

話し合いを行い，提案者が考える当サイト

の完成形を視覚化するよう努めた。これら

の話し合いを元に提案者自身がキャラクタ

ーの下絵を描いて，たたき台となるページ

を制作し，2016年1月にチームに提示した。 
かつて本学図書館で図書館コンシェルジュ

をしていたイラストレーターのオオツカタ

クト氏に，キャラクターや漫画の制作を依

頼することになったのもこの時期である。

依頼を行うため，各データベースを擬人化

したときの下絵を準備した。松江キャンパ

スでよく使用するデータベースについては，

同キャンパス所属の提案者が下絵を制作し

た。著者は出雲キャンパスで使用される医

学・看護学系のデータベースの下絵担当で，

制作にあたっては，キャンパス間でキャラ

クターの見た目に大きなずれが生じないこ

とを意識した。そのため，まず提案者作成の

下絵にあるキャラクターを素体と定め，各

データベースの特徴を意識して付与する要

素を考えた。これにより，見た目は似ている

が各データベースの特徴を備えたキャラク

ターを作り出せた。また，2017 年 4 月に当

サイトを公開することを目標に，館長から

の制作承認も得た。 
 
2. データベース提供元へのキャラクター

化に関する許諾依頼期（2016 年 3 月～5 月） 
イラストレーターからキャラクターのイラ

ストが提案されたところで，キャラクター

化の許諾を得るために各データベース提供

元に依頼文を送付した。依頼文には，イラス

トや当サイトの制作意図も添付した。 
ほとんどの機関・会社がキャラクター化に

ついて好意的に対応してくださった。最終

的に，医中誌 Web（医学中央雑誌刊行会），

メディカルオンライン（株式会社メテオ），

島根県内図書館横断検索（島根県立図書館），

CINAHL（EBSCO），CiNii Articles と

CiNii Books（国立情報学研究所），NDL サ

ーチ（国立国会図書館），UpToDate（株式

会社ウォルターズ・クルワー・ヘルス・ジャ

パン）， Web of Science （現 Clarivate 
Analytics 社。依頼当時はトムソン・ロイタ

ー社）のキャラクターを制作した。 
唯一キャラクター化を断念したのは，アメ
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リカ国立医学図書館が運用するPubMedだ

った。メールでやりとりをする中で，相手方

の利用規約上，キャラクター化は困難であ

ると主担当者間で判断したからである。そ

のため，PubMed を紹介する際は，島根大

学附属図書館の OPAC のキャラクターに代

弁させることにした。 
 
3. 制作期（2016 年 4 月～2017 年 1 月） 
イラストレーターには一作品につき 4 コマ

または 8 コマで完結する漫画を制作しても

らった。漫画制作を依頼するにあたり，主担

当者 2 名が分担して漫画の下書きを制作し，

チーム内の承認を経てからイラストレータ

ーに送るという手順をとった。 
各漫画に概ね共通する流れは，学生の立場

になるキャラクターの前に課題やレポート

を言い渡す怪人が登場した後，各データベ

ースを擬人化したキャラクターが課題解決

のための手助けをするというものだ。課題

を出された学生のキャラクターには，本学

図書館で以前から使用していた「みいなち

ゃん」や「けんさくくん」等のキャラクター

を使用した。ただし全く同じキャラクター

を使用するのではなく，漫画を描くイラス

トレーターがリライトすることで，当サイ

ト制作のために作られたキャラクターとの

イメージ的なつながりを持たせている（図

2）。漫画の下書き制作段階で，筆者が個人

的に心がけたのは，各データベース等の特

長が混同されずに伝わるようにすることだ。

そのため，2または 4コマを一区切りとし，

それぞれ異なるデータベースに光があたる

よう工夫した。たとえば「日本語論文を探す

には？～医学編～」では，医中誌 Web とメ

ディカルオンラインを説明するが，医中誌

Web の登場は前半 4 コマまでに納め，後半

4 コマではメディカルオンラインを紹介す

る（図 3）。 
イラストレーターには漫画内の台詞を書き

込まない状態でデータ納品をお願いし，イ

ラストレーターから受け取った漫画データ

の吹き出し内にチームが台詞を入力した。

これは，今後の本学図書館のシステム更新

や契約の変更に伴って文言を容易に書き換

えることができるようにするためだ。なお，

台詞に直接かかわらない漫画の表現につい

ては，イラストレーターに一任する部分も

多かった。また，イラストレーターの求めに

応じて図書館内の写真等を提供した。 
漫画制作依頼と並行して，主担当者が当サ

イトのデザインを行った。会議開催のたび

に，チーム全体でこれらの漫画やデザイン

の内容と進行状況を確認・共有した。会議で

の確認の過程で，キャラクターの紹介や利

用者が本学図書館に問い合わせを行うため

のページを加えること，簡易かつ洗練され

たデザインができることを理由にWiXとい

うホームページ制作支援webサイトを使用

することが決まった。 
 
4. イラストレーターや東映株式会社との

著作権処理期（2017年 2月～2017年 5月） 
 2017 年 2 月には依頼したイラストや漫

画が出そろい，デザインもほぼ完成し，予定

通り公開が行われると思われた。しかし当

図 2 
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サイトの提案者が，色分けされたキャラク

ターが複数で怪人と闘うという設定や「戦

隊」という名称が，東映株式会社の「スーパ

ー戦隊シリーズ」の著作権を侵害する可能

性に気づいたため，東映株式会社との著作

権処理を行うこととなった。 
東映株式会社との契約に先立って，イラス

トに関する権利関係を明らかにするため，

口頭やメールでのみイラスト作成業務の委

託を依頼していたイラストレーターと改め

て書面で契約を結んだ。また，当初は本学図

書館と東映株式会社とで契約を結ぶという

想定で話を進めていたが，学内の契約担当

部署からの指摘を受けて島根大学長が契約

主体となった。 
変更に伴う学内調整が終了し，東映株式会

社との契約書面を取り交わしたのは 2017
年 5 月 1 日であった。その後，デザイン面

での最終調整を経て，2017 年 5 月 9 日に当

サイトを正式に公開した。 
 
 
Ⅳ．問題点の改善案 
 
当サイト制作に関して，イラストレーター

との契約面および他部・課との連携の面に

おいて特に改善すべき点が多い。 
まず，イラストレーターとの契約では，当初

の業務委託の契約を口頭やメールのみで行

ったことが問題だった。これでは業務を委

託する時に契約内容が不明瞭となってしま

う。依頼開始時点で文書をかわさなかった

最大の理由は，イラストレーターとの連絡

を担当した著者がその必要を覚えなかった

ことである。イラストレーターがかつて本

学図書館に関係した人であるが故の甘えで

あり，大いに反省すべき点である。 
続いて東映株式会社との契約についてつま

ずきがあった。それは当サイトが東映株式

会社の著作権に触れる可能性について公開

直前までチーム内で意識されていなかった

こと，つまりは他者が権利を持つ商標等を

使用する場合の契約に関する認識が不十分

だったことである。 
図書館では，主に学内・学外への文献複写等

通常の業務で著作権と常に向き合う。一方

で，通常業務外の著作権についてはそれほ

ど意識していなかったことが今回の当サイ

ト制作で明らかになった。東映株式会社と

の契約について「図書館内で完結するもの」

との認識が著者自身も含めてチームの中に

あったのも，つまづきの原因と推測する。も

し，初めから他部署との連携がとれていれ

ば，当初の予定通り 2017 年 4 月に当サイ

トを公開できたかもしれない。 
上述の 2 点について，次のような改善方法

が考えられる。まず提案がなされた時点で，

権利処理が必要になる権利を洗い出し，ど

のような契約が必要となるかを整理するこ

図 3 
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と。そして，各種契約・著作権処理が必要な

ことが想定されたら，館内・学内の前例を調

べ，各処理に関わる手順を事前に把握して

おくことである。もちろん各手続きや処理

に際しては，学内規則との整合性をとるこ

とを忘れてはならない。 
 
 
Ⅴ．おわりに 
 
 キャラクター化した各データベースの提

供元に当サイトを公開した旨を報告したと

ころ，多くの機関・会社から嬉しい反応をい

ただいた。メールで訂正点を指摘されたり，

本学図書館への来館時に直接感想を寄せて

くださったりした機関・会社もある。カレン

トアウェアネス・ポータルに掲載され 1)，
Twitter 等の SNS にも情報が流れたことも

あってか，学内はもとより学外の方からの

感想を目にする機会があった。Twitter での

つぶやき等を読むと，学外の方にとっては

東映株式会社と契約を結んでいるという点

が最も耳目をひいたことがわかる。例えば

「#図書館サイトほめよう」というハッシュ

タグを用いて様々な図書館のwebサイトを

紹介している@Yaskohi さんは当サイトを

「CiNiiやNDLサーチなどのデータベース

をポップなイラストで擬人化（戦隊化）。東

映との契約など，明後日の方向へガチな感

じがとても良い感じ」とツイートしている。

データベースを初学者にとってわかりやす

く身近なものにするという目的を超え，話

題を提供できたことは著者にとって予想外

の驚きだった。 
 2017 年 5 月に当サイトを公開してから

本稿執筆時点（2017 年 7 月）で 2 ヶ月しか

経過しておらず，本格的な利用状況の分析

はできないが，現状のみ報告したい。まず公

開後 1 ヶ月間の当サイト閲覧数はちょうど

1,000 であった。2016 年度の 1 年間を通し

た LibGuides の閲覧数が 1,200 ほどという

ことを考えると，話題性も相まって通常よ

りも多くの方が当サイトを閲覧したことが

分かる。一方で，LibGuides の 2017 年 5 月

～6 月の閲覧数は 299 であった。昨年同期

間の閲覧数が 302 であることを考えると微

減で，当サイト制作にあたって期待した効

果は未だ達成されていないことが分かる。 
当サイトが将来的に肯定的な評価を得られ

るかどうかは，今後の運用にかかっている。

まずは学内での当サイトの知名度をあげる

ことが大切である。その方法として，当サイ

トや LibGuides の広報の他，各キャラクタ

ーたちの活躍の場を当サイト以外にも広げ

ることを検討すべきだ。たとえば，文献検索

講習会のパワーポイントにキャラクターを

使用したり，キャラクターを使用したデー

タベースの利用法を記したパンフレットや

グッズを制作したりすること等が考えられ

る。 
今後も当サイトの運営を続けるとともに閲

覧状況を分析して，当サイトと各キャラク

ターをよりよい形で活用できるよう努めて

いきたい。 
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